
新時代における先端技術を効果的に活用した学びの在り方
～新時代に求められる教育～

Society5.0時代の到来

多様な子供たちを「誰一人取り残すことのない、公正に個別最適化された学び」の実現

ICTを基盤とした先端技術や教育ビッグデータの効果的な活用に大きな可能性
ＩＣＴを基盤とした先端技術・教育ビッグデータは教師本来の活動を置き換えるものではなく、

「子供の力を最大限引き出す」ために支援・強化していくもの

子供たちの多様化
社会構造の変革 雇用環境の変革

• 人間一人一人の活動に関
するデータ（リアルデータ）
活用による革新的サービス

• ビッグデータ・人工知能(AI)
の発達による新たなビジネス
の拡大

• 単純労働を中心に、人工
知能(AI)やロボティクスの発
展による影響

• 人間は、創造性・協調性が
必要な業務や非定形な業
務を担う

飛躍的な知の発見・創造など
新たな社会を牽引する能力

読解力、計算力や数学的思
考力などの基礎的な学力

求められる能力 他の子供たちとの学習が困難
 ASD、LDなどの発達障害
日本語指導が必要
特異な才能を持つ など

各教科の本質的理解を通じた
基盤となる資質・能力の育成

協働学習・学び合いによる
課題解決・価値創造 日本人としての

社会性・文化的価値観の醸成
学校・教師の役割 40



目指すべき次世代の学校・教育現場

学びにおける
時間・距離などの
制約を取り払う

学びの知見の
共有や生成

～教師の経験知と科学的視点の
ベストミックス(EBPMの促進)～

個別に最適で効果的な
学びや支援

校務の効率化
～学校における事務を

迅速かつ便利、効率的に～

「公正に個別最適化された学び」を実現するため、
ICTを基盤とした先端技術・教育に係るデータを活用

意見・回答の
即時共有を通じた
効果的な協働学習

知識・技能の
定着を助ける
個別最適化
（ＡＩ）ドリル病院に入院している子供と

教室をつないだ学び

学習履歴、行動等の様々な
ビッグデータ分析による「経験知」
の可視化、新たな知見の生成

遠隔技術を活用した
場所に制約を受けない
教員研修や採点業務

校務支援システムを
活用した校務の効率化

遠隔技術を活用した
大学や海外との連携授業

データに基づいた
最適な教材・指導案
（教育コンテンツ）の

検索やレコメンド

個々の子供の状況を客観的・
継続的に把握（センシング技術）

ベテラン教師から若手教師への
「経験知」の円滑な引継ぎ

個々の子供に応じた
よりきめ細やかな指導

校内・教育委員会等
とのデータ即時共有

教育現場でICT環境を基盤とした先端技術・教育ビッグデータを活用することの意義
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①教師の視点

⑤国・大学等の研究機関の視点

③保護者の視点

②子供の視点

ICT環境を基盤とした先端技術・教育ビッグデータが活用される教育現場

指示事項や子どもの登校時間、
家庭学習・グループ学習の状況
など、あらゆるデータを一目で把握

～202X年 未来のイメージ・スナップショット～

④教育委員会の視点

大学の先生と
遠隔で議論し
ながら教材を
作成

指導案や教材の
レコメンド

様々なデータを
収集・分析

月や深海に行ったかのような
疑似体験

欠席した日の授業の
動画などが送られてきて、
学校・友人の様子が
分かる

学校での子供の様子(音声・動画)や
連絡事項をリアルタイムで確認
学校への連絡も容易に

学校ごとのデータを
リアルタイムで参照

学校への調査が
不要に

研修コンテンツの
レコメンド

遠隔により手元の
デバイスで研修を
受講

学習指導要領の改訂など、
政策決定の根拠として
データ活用

公共の財産として
の匿名化データ

学習記録データに基づいた、
効果的な問題や興味のあり
そうな学習分野等のレコメンド

作・守屋 相模原市
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ハード上の課題

利活用上の課題

 多くの家庭でＰＣ（タブレットも含む。）を所有し、スマートフォンの普及率が高まっている（※）中、
学校では教育用コンピュータの配置や無線ＬＡＮを初めとした通信ネットワークは脆弱で、
ICT環境の整備は不十分であり、地域間格差も大きい。

 学校で使うためのパソコン等の機器は、教師のニーズや働き方に照らして使い勝手が悪く、
価格も市場の機器と比較して高く整備されている場合が多い。

 学習指導要領の求める資質・能力を育成、深化し、子供の力を最大限引き出すために、どのような場面で
どのような機器を利活用することが効果的なのか、実証的な検証等が少なく明らかでない。

 データは機関や事業者ごとに異なる指標を使って収集しており、膨大なデータを集めても、機関間でのデータの
受け渡し（データ・ポータビリティ）が確保されていないため正確な比較や参照ができず、収集したデータが
教育の質の向上に十分に活用されていない。

 セキュリティの確保やプライバシー保護の観点を重視し過ぎていることから、データの利活用が進んでいない。

このような課題を解決し、目指すべき次世代の学校・教育現場を実現するために、
① 遠隔教育をはじめICTを基盤とした先端技術の効果的な活用の在り方と
教育ビッグデータの効果的な活用の在り方

② 基盤となるICT環境の整備
に係る方策をまとめるとともに、着実に推進していくための体制を提示

※世帯における保有状況（複数回答可）【平成30年総務省通信利用動向調査】

パソコン：74.0％ タブレット型端末：40.1％
スマートフォン：79.2％（平成22年時点9.7％）

現在の学校をめぐる状況と課題
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